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平 均 年 令　　（歳）
男 女
昭和42年10月
　　43．10
　　44．10
　　45．10
　　46．10
　　47．10
　　48．10
　　49．10
2．8
3．1
3．4
3．8
4．7
5．1
5．4
6．0
1．6
2．1
2．4
2．6
3．3
3．6
4．1
4．7
30．2
29．0
30．4
31．6
32．2
33．3
33．1
34．9
34．8
35．4
36．3
37．9
38．5
39．7
39．8
41．1
第10表　　水工団地従業員居住地別通勤状況　（昭和49年8月現在）
居　　住　　地　　総　　計
1　総社市内2㎞内
3　独　　身　　寮
4　社　　　　　宅
5　川　西　地　区
6　昭　和　地　区
7　足守，高松方面
8　矢　掛　方　面
9倉敷（旧市内）
10水　　　　　島
11玉　島　以　西
12一宮，岡山以東
13高　梁　以　北
14　そ　　の　　他
　　合　　　計
人206
640
男女別構成比
男 女
徒　歩
　376
　103
　244
　142
　86
　121
　164
　97
　40
　127
　172
　119i
2．637
対　　比
男
女
（1，949）
（688）
　％1
6．21
　　1
20．8
　　］
；：！
・・；：li
19．3
4．7
6．61
3．6
3．　5
5．1
7．4
4．2
2．0
12．　41
34．0
、；：1
・；：／
；：1
；：l
il！
100・Ol
17
19
49
9
2
96
．74
．26
．68
．32
自転車
116
210
113
10
32
1
2
6
7
1
14
512
オート
バイ
26
108
量家用曄聾
49
8
50
3
10
8
4
1
3
2
12
284
441
250
　149
　76
　87
　22
　26
　66
　86
　50
　28
　61
　45
　63
1，053
3
18
10
12
83
33
32
40
36
5
21
93
7
393
ノミス
35
6
．56　　　．67
．44　　　．33
．95
．05
61
10
8
6
11
6
3
3．414
16
21
．961
．34
．41
．59
鉄道
23
1
10
1
2
17
54
．63
．37
鉄道バ
ス併用
6
3
6
4
3
5
1
7
35
．66
．34
注）経営者協議会所属14社分
ある。18～25歳層は30％弱から10％程度へ大幅に
減少した。高卒者の採用が困難になったことを示
し，26～35歳層も25％前後から20％前後へと若干
減少した。これらに対して，36歳以上層は当初50
％程度で推移していたが，44年半ば頃よりその構
成比が高まり始め，ついに70％に達し，中高年齢
者の増大は男子をはるかに上まわっている。
　こうした数値の中にも，先にみた総社市農業の
動向，すなわち兼業農家の増大ないし農業および
他産業の兼業者の増大（第7表中，c＋d）とが
係わってくるであろうことは容易に推察される。
その具体相の解明は，水工団地内個別企業および
その従業員を考察対象とする次稿にまちたい。
　さいごに，水工団地従業員がいったいどのあた
りに住んでいて，どのような方法で通勤している
か，その概要を第10表に示そう。これによれば，
居住地番号1～6が現総社市域であり，．総社市内
居住者が65％に達する。しかしかなり遠方からも
一19一
やって来ており，通勤圏は相当に広いのである。
これを男女別にみれば，総社市内居住の女子は75
％に達し，通勤圏の広がりと濃さが男子といくら
か異なっている。
　ついで通勤方法をみれば，近距離ほど徒歩，自
ぐ転車，オートバイが多い。そして自家用車通勤の
多さが目立つ。しかもこれを男女別にみればかな
り異なる部分があり，自家用車通勤は大半が男子
である。一方，バスと自転車は女子通勤者の方が
多くなっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下次稿）
　　参考文献資料
　本文中で引用したもののほかに，
（1）中野卓編r地域生活の社会学』，有斐閣，昭和39年
（2）松浦孝作・浜島朗編r日本資本主義と村落構造一
　賃労働兼業化の社会的影響』，誠信書房，昭和38年
（3）　日本人文科学会編『近代産業と地域社会』（新見市・
　総社市），東京大学出版会，昭和32年
（4）松島静雄編r中小企業と集団化』，　日本労働協会，
　昭和49年
（5）東京教育大学産業労働研究会『中小企業集団化と労
　務問題一豊田市鉄工団地調査報告』（とう写刷），昭
　和48年
（6）関東農政局編『工業導入町村における農業の変化』，
　農林統計協会，昭和48年
（7）農政調査委員会編（山本陽三ほか）『農業集落構造
　分析調査報告書一岡山県総社市川西地区』，同会，
　昭和51年
（8）地方自治協会編（竹下昌三ほか）　『経済社会の変動
　が地方自治体に与えた影響に関する調査研究報告書』
　（岡山県），同協会，昭和49年
（9）岡山県企画部『工業立地の都市化に及ぼす影響度調
　査』（高梁市・総社市），（とう写刷），昭和51年
⑩　岡山県商工部『水島臨海工業地帯の現状』　（とう写
　刷），昭和47年
⑪　中国地方総合調査会『総社市経済動向調査報告書』
　（とう写刷），昭和47年
⑫　総社市企画課『総社市振興計画書』（改訂版），昭和
　48年
⑬　岡山県南広域市町村圏振興協議会r（同圏）振興計
　書』，昭和48年
（10　『総社市勢要覧』昭和30，32，34，39，41，43，
　44，49年版
⑮　『総社市統計書』昭和41，43，45，47，51年版
⑯　岡山県都窪郡常盤村『常盤村誌』，同村，昭和36年
⑰　岡山県吉備郡昭和町『昭和町史』，同町，昭和45年
㈹　岡山県『岡山県政史』，昭和42年
⑲　山陽新聞社r山陽年鑑』昭和33年～50年版，同社
⑳　岡山日々新聞社『岡山県展望』昭和42，47年版
⑳　日本自動車工業会編『日本の自動車部品工業』昭和
　42年～52年版，オート・トレード・ジャーナル社
⑳　日本自動車会議所他編r自動車年鑑』昭和35年～52
　年版，日刊自動車新聞社
㈱運輸省重工業局自動車課編『日本の自動車工業』昭
　和33年～52年版，経済評論社
⑭　中小企業研究センター『自動車部品工業の現状と問
　題』昭和43年
閻　白石照雄『自動車業界』，教育社新書，昭和50年
⑳広島通商産業局・岡山県商工部『新三菱重工業㈱水
　島自動車製作所系列診断報告書』昭和36年および同47
　年版
θ　三菱自動車工業労働組合水島自動車作所支部r三菱
　水自支部30年のあゆみ』昭和51年
　（追記）昭和38年は水工団地用地選定の時期と述べ
た。この間，倉敷市内に候補地を求めたが次々に不適格
となり，組合はやむなく総社へ進出した。水島からかな
り遠いので水島製作所側はいい顔をしなかったが，総社
　　　　　　　　　　もと　s出身の社会党代議士山崎始男（かつて第8表中の山陽工
業社長）の仲介を得て進出したものである。団地設計等
は水島製作所が主導し，総社市工場適地Alの一部を買
い求めた。その残る適地・水工団地北側一帯に，いまま
さに関西ヤマザキパン工場が進出しようとしている。
　不景気下ながら，輸出の多い自動車産業は好調であ
り，また農機具部品の注文も好調な水工団地は，それで
も機械装備率を高めてむしろ従業員数を抑えており，求
人数も少ない。団地全体で半数を超えるとみられる兼業
農家の従業員は，その農業を機械化しないし縮少してで
も，週休二日制が実施されたこともあって，団地従業員
＝賃労働者としての稼得の道を確保しようとしているか
にみえる。その点で，水島臨海工業地帯でも，県北の過
疎地でもない総社市に立地する水工団地（工業部門）
は，二重三重に農家（農業部門）との係わりをもって展
開している。
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